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　長岡大学の「学生による地域活性化プログラム」は、平成 19（2007）年度の文部科学省現代
的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）に選定された「学生による地域活性化提案プロ
グラム―政策対応型専門人材の育成―」の始まりから、これまで十数年に渡り継続・発展して
参りました。現在では、本学の特徴的な教育プログラムの一つであると言えます。長きにわた
りこの取り組みを続けて来られたのは、ひとえに地域の皆様の暖かいご支援とご指導の賜物と、
心より感謝申し上げます。この取り組みが地域の活性化に充分に貢献しているとは言えません
が、これまで本プログラムの運営に多大なご協力をいただいてきた地域連携アドバイザーをは
じめ地域のたくさんの皆様から各取り組みテーマへのお問い合わせや激励のお言葉をいただい
ております。最近では、取り組みの中心である学生の活動を新聞やテレビ、ラジオ等のメディ
アでも取り上げていただく機会も多くなりました。地域の皆様には、日頃より本プログラムへ
の多大なるご協力をいただき、重ねて感謝申し上げます。
　「地域活性化とは何か」という問いに対する明確な答えを述べることは難しいと思いますが、
本プログラムでは、答えの無い様々な地域課題に対して、それらの課題をどのように考え、ど
のように行動を起こして対応して行くのかを学生が自ら体得していくことができます。本学を
卒業後に地域社会の一員となる学生が、将来このような地域課題に対して日々取り組むことに
なることを考えると、彼らにとってこれらの体験は大変貴重なものとなることでしょう。
　本プログラムでは、各ゼミナールで設定したテーマの下で学生グループが活動を進めて行く
ことになりますが、時には学生同士のちょっとしたすれ違いや一緒に活動する地域の大人たち
との意見の食い違い等が起きることもあります。このような体験も学生がさらに一歩、人とし
て成長するためのきっかけとなります。ゼミで決めたテーマをまとめ上げるために、どのよう
に他者とかかわりながら取り組みを進めて行くべきなのか、この取り組みの中で自分の役割は
何であるのか、などを考えながら活動を行っていくことで、チームで活動することの難しさだ
けでなく、チームで目標に向かって何かをやり遂げることの充実感や達成感を味わうことがで
きます。
　長岡大学の「学生による地域活性化プログラム」では、学生が地域に飛び込んで地域の皆様
と一緒に汗をかき、考え、そして楽しむ中から、目先の地域貢献活動だけでなく、将来にわた
って地域の活性化を担っていく事のできる人材の育成を目指しております。本学の建学の精神
は、「幅広い職業人としての人づくりと実学実践教育の推進」と「地域社会に貢献し得る人材の
育成」です。本プログラムは、まさにこの精神を実現するための中核となる教育プログラムで
あると言えます。
　なお、本プログラムは「令和元年度 新潟県大学魅力向上支援事業」の採択事業として行われ
ましたことを申し添えます。

令和２年２月

ご　あ　い　さ　つ

長岡大学  学長　村山　光博

長岡大学は、文部科学大臣の認証を受けた『公益財団法人日本高等教育
評価機構』により、平成28年度大学機関別認証評価を受審し、平成29年
３月７日、日本高等教育評価機構が定める大学評価基準を満たしていると
「認定」されました。



　1980 年代末から 1990 年代初頭にかけての冷戦終結は、自由と民主の世界的拡大の契機となったフ
ランス革命に匹敵する歴史的快挙でした。1990 年代から 2000 年代、2010 年代と、グローバル資本主
義が発展し、モノ・サービス・情報・技術・文化、そして人間自体が、世界中を駆け巡るグローバリ
ゼーションが加速しました。
　広田ゼミナールでは 10 年以上に渡って、「グラスルーツグローバリゼーション」、換言すれば、「草
の根・地域からの人類一体化の推進」を大局的テーマに設定し、ゼミ活動を進めて参りました。大局
的テーマに沿って、歴代のゼミ生たちは、具体的活動を柔軟かつ大胆に変化させ活動にチャレンジし、
「グローバルな視野」を身に付けてくれています。
　本年度も先ず、ゼロベース思考で具体的活動方法を探ることになり、ブレーンストーミング、全員
参加の研究発表を活発に行いました。その中から、「地域から平和を考える」という共通テーマが形
成されました。これは、太平洋戦争中の 1945 年７月長岡市左近に、模擬原子爆弾が投下された歴史
を知ったことにゼミ生が大きな衝撃を受け決定したものでした。ゼミ生の頭に、「なぜ地球上の人間は、
古代以来、現在でも、武力をもって争うのか」という根源的疑問が発生したようです。
　ゼミ生は、模擬原子爆弾投下の史実調査から始め、太平洋戦争の戦端を切った真珠湾攻撃を指揮し
た長岡出身の山本五十六のことを調べるため山本五十六記念館を訪問しました。また、米国の核開発、
マンハッタン計画、日本の戦時中の二号研究、Ｆ研究について分析して行きました。
　そして、「戦争・武力」とは対極にある「非暴力・非武装」という視点を考察しながら、軍備を廃
止した国家である中米コスタリカから新潟に移られたロメロ氏を招待し、学習会を開催しました。ま
た、非暴力主義者ガンジーの国、インドからヒダン＝マユム女史を招きインドの考え方、安全保障観
について討論しました。
　後半は、地域の平和活動家である末武氏、武石女史、ケニア・ナイロビの有識者と、衛星中継白熱
教室を行い、平和やアフリカ情勢について活発にディスカッションを行いました。その際、ゼミ生は、
中国のアフリカへの絶大な影響力を理解し、包括的な中国研究も開始しました。
　地域の「世界を実感する場」の探索を行いました。地域のベトナム料理店、ロシア料理店、タイ料理店、
メキシコ料理店、インド料理店などを訪問し、その国の料理を知り、それを契機にその国について学
習し、その国への「親近感」を増して行きました。ゼミ生は、この異国への「親近感」の拡大こそが
平和につながると確信しました。
　秋までにゼミ生は、相当な世界に関する知識（グローバルリベラルアーツ）を蓄積しました。その
知識を、未来を担う子どもたちに「世界を伝える活動」として、展開することを企画しました。長岡
聖契キリスト教会の子どもみらい食堂の場で、「世界を伝える活動」を行いました。「未来を担う子ど
もたちに世界への親近感をもってもらいたい。その親近感が平和につながる」という純粋なゼミ生の
思いは、子どもたちに通じたようでした。
　本年度も、ゼミ生達が地域活性化プログラムで大成長してくれたことに、心から感銘します。いつ
の時代も「時代を拓くのは若者の熱と力である」ことを再認識しました。

令和２年２月

グラスルーツグローバリゼーション
－草の根・地域からの人類一体化の推進－

はじめに

長岡大学教授／ゼミ担当教員　広田　秀樹
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About Ho Chi Minh  
Ho Chi Minh, the greatest leader that Vietnam has ever produced over the course of more 
than 1000 years of building and defending our country, the person who is not only 
venerable to me but also to millions of Vietnamese people and other people all over the 
world. 
He was born on May, 1890 in Sen (Lotus) Village, Nam Dan district, Nghe An province, a 
province located in the middle part of Vietnam. He had many different names during the 
course of his life. His birth name was Nguyen Sinh Cung, he was also known as Nguyen 
Tat Thanh and Nguyen Ai Quoc. 
He used to be a Vietnamese Communist revolutionary leader who was the prime minister 
(1945-1955) and president (1945-1969) of the Democratic Republic of Vietnam. He was a 
top leader in the foundation of the Democratic Republic of Vietnam in 1945, as well as the 
People’s Army of Vietnam and the Viet Cong during Vietnam War. 
He led the Viet Minh independence movement from 1941 onward, establishing the 
Communist-ruled Democratic Republic of Vietnam in 1945 and defeating the French Union 
in 1954 at the battle of Dien Bien Phu. He stepped down from power in 1965 due to health 
problems, but remained a highly visible figurehead and inspiration for people until his 
death.  
 
 



About Vietnamese Culture  
The Culture of Vietnam is one of the oldest cultures in the Southeast Asia. Although 
Vietnam lies geographically in Southeast Asia, long periods of Chinese domination and 
influence has resulted in the emergence of many East Asian characteristics in Vietnamese 
culture, and generally Vietnam is said to be part of the East Asian cultural sphere, known 
widely as Chinese cultural sphere. 
Despite considerable foreign influence, Vietnamese people have managed to retain many 
distinct native customs which have always played a big role in daily Vietnamese life. 
 While Chinese culture has the largest foreign influence on traditional Vietnamese culture, 
there is also a much smaller influence from the Cham and later Western cultures ( cultures 
of France, Russia and the United States). 
In terms of prehistory, most Vietnamese historians consider the ancient Dong Son culture 
to be one of the defining aspects of early Vietnamese civilization. 
 

About Food  
In recent years, Vietnamese cuisine is getting well-known not only domestically but also 
globally. Vietnamese restaurant systems are opened and strongly developed in various 
countries worldwide. First and foremost, a Vietnamese traditional dish which will be 
mention at first is Pho-Vietnamese Beef Noodle. Vietnamese beef noodle is one of the 
most popular food in Vietnam. The origin of this dish comes from northern Vietnam in the 
early 20th century, and then became widespread in the country as well as many parts of 
the world after the Vietnam War. Vietnamese beef noodle is the combination of broth, rice 
noodle, many types of herbs, and beef or chicken. This Vietnamese noodle is garnished 
with coriander leaves, green onions, and also white onions. The characteristic of this 
Vietnamese traditional food is often with various kinds of herbs, such as basil or cilantro, 
with bean sprouts and lots of other accompaniments like hot chili sauce, hoisin sauce and 
some slices of lemon. Vietnamese beef noodle is a delicious dish because of its savory 
broth, chewy noodles, the tender beef slices, and scent plus tastes of herbs. Vietnamese 
beef noodle soup is suitable for early cold mornings or evenings, after a long sleep or a 
hard-working day, and even for people who are sick. 
 

About Music  
Traditional Vietnamese music varies between the country's northern and southern regions. 
Northern classical music is Vietnam's oldest musical form and is traditionally more formal. 
The origins of Vietnamese classical music can be traced to the Mongol invasions in the 
13th century when the Vietnamese captured a Chinese opera troupe. Throughout its 
history, Vietnam has been the most heavily impacted by the Chinese musical tradition 
along with those of Japan, Korea and Mongolia. 
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長岡大学　学生による地域活性化プログラム
各プロジェクト報告書

１．栃尾地域のＰＲによる活性化
　　～栃尾高校との協働による商品開発・販売と観光開発～
　　石川英樹ゼミナール

２．「まちの駅」から地域の魅力を発信し、地域を盛り上げたい！
　　鯉江康正ゼミナール

３．十分杯で長岡を盛り上げよう！
　　－現在に続く世界と長岡の関係－
　　權　五景（樂九）ゼミナール (１)

４．商いを通じて学ぶ会計と経営戦略
　　～地域に貢献する商品開発を通じて～
　　平田沙織ゼミナール (１)

５．長岡の誇れる地域資源を若人に広めよう！
　　～長岡版「オープンファクトリー」の開催を～
　　栗井英大ゼミナール

６．グラスルーツグローバリゼーション
　　－草の根・地域からの人類一体化の推進－
　　広田秀樹ゼミナール

７．商いを通じて学ぶ会計と経営戦略
　　～繁盛する模擬店を目指して～
　　平田沙織ゼミナール (２)

８．酒粕で長岡を盛り上げよう！
　　－さらなる活用への道のりと課題－
　　權　五景（樂九）ゼミナール (２)


